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福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向　

令
和
元
年
度
分

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

令
和
元
年
十
月
に
長
年
郷
土
史
料
研
究
に
携
わ
れ
て
こ
ら
れ
た
松
原
信
之
氏

が
逝
去
さ
れ
た
。
氏
は
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
に
数
多
く
の
論
文
を
発
表
す
る

だ
け
で
な
く
理
事
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

た
い
。
な
お
前
号
（
六
四
巻
二
号
）
に
「
松
原
信
之
先
生　

略
歴
・
業
績
目
録
」

（
長
野
栄
俊
／
編
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

十
一
月
に
は
松
平
文
庫
の
寄
託
先
が
福
井
県
立
図
書
館
か
ら
福
井
県
文
書
館

に
変
更
に
な
っ
た
。
四
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

福
井
」
に
松
平
文
庫
の
主
な
史
料
が
登
録
さ
れ
、
検
索
・
閲
覧
が
さ
ら
に
容
易

に
な
っ
た
。
同
文
庫
の
ほ
か
に
越
国
文
庫
（
福
井
市
立
図
書
館
所
蔵
）、
越
葵

文
庫
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託
）
も
同
一
画
面
か
ら
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
よ
り
利
用
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

以
下
、
令
和
元
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
史

研
究
の
動
向
と
す
る
。
な
お
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　

一　

歴
史
・
自
治
体
史
・
地
域
史
・
史
跡
調
査
報
告
書

　

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
『
幕
末
の
福
井
藩
』（
岩
田
書
院
）
は
、
本
川
幹
男

ら
が
幕
末
の
福
井
藩
を
多
角
的
に
と
ら
え
た
一
冊
。
同
会
に
よ
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
と
な
る
。

　

越
前
市
が
刊
行
し
た
『
越
前
市
史　

資
料
編
六　

本
保
陣
屋
関
係
文
書
』
は
、

近
世
に
お
け
る
地
方
支
配
や
陣
屋
の
役
割
な
ど
を
紹
介
す
る
。
鯖
江
市
教
育
委

員
会
『
さ
ば
え
ふ
る
さ
と
散
歩
道
』
は
、『
広
報
さ
ば
え
』
の
連
載
記
事
を
再

編
集
し
た
も
の
。

　

関
根
達
人
編
『
石
造
物
研
究
に
基
づ
く
新
た
な
中
近
世
史
の
構
築
』（［
弘
前

大
学
人
文
学
部
］）
は
、
敦
賀
市
立
博
物
館
で
開
催
し
た
講
演
会
「
石
に
刻
ま

れ
た
歴
史
」
に
お
け
る
研
究
報
告
を
収
め
る
。

　

福
井
市
上
野
本
町
区
『
変
わ
り
ゆ
く
上
野
本
町
―
土
地
区
画
整
理
事
業
の
あ

ゆ
み　

続
編
』
は
、
土
地
区
画
整
理
の
完
了
に
伴
い
十
五
年
ぶ
り
に
編
集
し
た

一
冊
。［
福
井
市
］
三
留
誌
編
纂
委
員
会
『
三
留
誌
』
は
、
戦
国
時
代
に
築
城

さ
れ
た
と
伝
わ
る
「
三
留
城
」
な
ど
を
紹
介
す
る
。
岡
田
健
彦
『
大
野
藩
の
蝦

夷
開
拓
に
つ
い
て
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
資
料
を
基
に
大
野
藩
が
過
酷
な
地

を
開
拓
地
に
選
ん
だ
経
緯
と
先
住
民
族
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
再
評
価
を
試
み

る
。
片
桐
哲
郎
『
身
近
な
地
名
か
ら
古
代
史
へ
』
は
、
五
年
か
け
て
県
内
外
を

歩
き
、
身
近
な
地
名
の
謎
を
読
み
解
い
た
。
小
浜
市
教
育
委
員
会
は
『
史
跡
後

瀬
山
城
跡
保
存
活
用
計
画
書
』
を
、
南
越
前
町
教
育
委
員
会
は
『
史
跡
杣
山
城

跡　

整
備
基
本
計
画
書
』
を
作
成
。
後
書
は
平
成
十
九
年
度
に
策
定
し
た
『
史

跡
杣
山
城
跡
保
存
管
理
計
画
書
』
を
も
と
に
基
本
的
な
方
針
を
示
し
た
も
の
。

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向

令
和
元
年
度
分

本
会
事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
グ
ル
ー
プ
編
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六
十
五
巻
一
号

美
浜
町
教
育
委
員
会
『
復
元
！
興
道
寺
廃
寺
を
と
り
ま
く
景
色
』
は
、
古
代
寺

院
の
景
観
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ま
と
め
た
。

　

そ
の
ほ
か
主
な
発
掘
報
告
書
に
、『
樋
山
遺
跡 

細
呂
木
阪
東
山
遺
跡
』『
寄
安
・

栗
森
遺
跡
』（
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
る
。

　
　
　

二　

目
録
・
人
物
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

福
井
県
教
育
委
員
会
『
大
音
家
文
書
目
録
』
は
、
若
狭
町
の
大
音
家
に
伝
来

し
た
六
十
二
箱
八
五
六
六
点
の
文
書
を
悉
皆
調
査
し
ま
と
め
た
も
の
。
福
井
県

文
書
館
は
『
福
井
藩
士
履
歴
八
』
を
刊
行
。
下
級
家
臣
団
の
約
五
〇
〇
家
の
人

事
記
録
を
取
り
上
げ
て
お
り
（
全
六
巻
刊
行
予
定
）
今
回
が
そ
の
一
巻
目
と
な

る
。
福
井
テ
レ
ビ
取
材
班
『
橋
本
左
内   

時
代
を
先
取
り
し
た
男
』（
扶
桑
社
）

は
、
本
の
随
所
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
あ
り
、
動
画
も
楽
し
め
る
仕
掛
け
が
施
さ
れ

て
い
る
。
小
和
田
哲
男
『
明
智
光
秀
・
秀
満
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
は
、
明

智
光
秀
と
そ
の
娘
婿
秀
満
の
謎
に
包
ま
れ
た
前
半
生
、
本
能
寺
の
変
の
謎
、
人

と
な
り
な
ど
に
迫
る
。『
ま
っ
ぷ
る
明
智
光
秀
』（
昭
文
社
）
は
、
明
智
光
秀
ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね
る
旅
を
提
案
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
福
井
県
立
こ
ど
も

歴
史
文
化
館
は
紙
芝
居
『
市
川
新
松 

水
晶
も
の
が
た
り
』
を
制
作
。
市
川
新

松
は
世
界
的
な
鉱
物
研
究
者
。
熊
本
県
立
美
術
館
は『
横
井
小
楠
と
そ
の
時
代
』

を
刊
行
。
真
柄
甚
松
『
関
義
臣
』
は
、
明
治
末
期
に
爵
位
ま
で
授
け
ら
れ
て
い

な
が
ら
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
「
関
義
臣
」
に
つ
い
て
史
料
を
基
に
明
ら

か
に
し
よ
う
と
試
み
た
一
冊
。
杉
田
玄
白
没
後
二
〇
〇
年
記
念
事
業
企
画
検
討

委
員
会
は
『
近
代
医
学
を
拓
い
た
杉
田
玄
白
』
を
発
行
。
栗
田
幸
雄
『
真
実
一

路
』
は
自
身
の
知
事
時
代
を
含
め
た
半
生
を
振
り
返
っ
た
自
叙
伝
。
福
井
県
観

光
営
業
部
観
光
振
興
課
は
『
石
碑
巡
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
。
日
本
山
岳

会
福
井
支
部
は
『
福
井
県
の
山
』（
山
と
溪
谷
社
）
を
刊
行
。
九
年
ぶ
り
の
改

訂
と
な
る
。

　
　
　

三　

各
分
野
団
体
史

　

各
分
野
団
体
史
で
は
、
永
平
寺
町
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
永
平
寺
町
健

康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
旧
永
平
寺
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
六
〇
年
史
』、

小
浜
市
立
宮
川
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『
く
ら
か
け
山
に
学
び
』、

福
井
県
小
浜
市
立
遠
敷
小
学
校
平
成
三
十
年
度
六
年
生
『
あ
り
が
と
う
遠
敷
小

学
校
』、
清
明
げ
ん
き
の
郷
『［
清
明
げ
ん
き
の
郷
］
一
〇
周
年
の
あ
ゆ
み
』、

福
井
本
丸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
『［
福
井
本
丸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
］
結
成

五
〇
周
年
記
念
誌
』、
公
立
丹
南
病
院
『
公
立
丹
南
病
院
二
〇
年
間
の
歩
み
』、

福
井
県
鉄
工
業
協
同
組
合
連
合
会
『
福
井
県
鉄
工
業
協
同
組
合
連
合
会
設
立

五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』、
美
方
高
等
学
校
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

『
福
井
県
立
美
方
高
等
学
校
五
〇
周
年
記
念
誌
』、
福
井
県
美
術
の
会
『
福
井
県

総
合
美
術
展
七
〇
回
記
念
誌
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
　

四　

宗
教
・
経
済
・
民
俗

　

若
狭
路
文
化
研
究
会
は
『
気
比
宮
社
記　

下
巻
（
第
五
巻
～
第
九
巻
）』
を

発
行
し
た
。
同
会
が
二
十
年
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
基
本
的
な
史
料
集
の
刊
行



91

事
務
局　

福
井
県
に
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け
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郷
土
史
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動
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は
今
回
で
完
結
し
た
。
髙
橋
教
雄
『
白
山
信
仰
の
研
究 

続
』（
名
著
出
版
）
は
、

『
美
濃
馬
場
に
お
け
る
白
山
信
仰
』の
続
編
。岩
井
孝
樹『
道
元
の
思
想
と
書
』（
大

法
輪
閣
）
は
、
昭
和
六
十
年
代
か
ら
発
表
し
て
き
た
道
元
に
関
す
る
調
査
を
集

成
し
た
一
冊
。
堀
大
輔
『
古
代
敦
賀
の
神
々
と
国
家
』（
雄
山
閣
）
は
、
古
代

の
敦
賀
に
関
す
る
自
身
の
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
の
成
果
集
。
高
尾
察
誠
は

『
称
念
寺
の
あ
ゆ
み
』
を
刊
行
し
た
。

　

東
京
若
越
ク
ラ
ブ
と
福
井
新
聞
社
は
『
福
井
の
幸
福
を
語
ろ
う
』（
中
央
経

済
社
）
を
刊
行
。
福
井
に
ゆ
か
り
の
あ
る
首
都
圏
在
住
者
に
よ
る
福
井
活
性
化

の
た
め
の
提
言
集
。

　

お
お
い
町
立
郷
土
史
料
館
『
ニ
ソ
の
杜
と
先
祖
祭
り
』
は
、前
年
刊
行
の
『
大

島
半
島
の
ニ
ソ
の
杜
の
習
俗
調
査
報
告
書
』
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
記
録
集
。

　
　
　

五　

自
然
科
学

　

東
十
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
『
伝
え
よ
う
福
井
震
災
の
記
憶
』
を
ま
と
め

た
。
齊
藤
衣
代『
村
国
山
を
楽
し
む
花
の
ポ
ケ
ッ
ト
図
鑑　

上
』『
同　

下
』は
、

上
巻
に
百
九
十
九
種
、
下
巻
に
百
九
十
二
種
の
草
花
を
カ
ラ
ー
で
紹
介
す
る
。

中
村
伸
一
『
入
門
！
自
宅
で
大
往
生
』（
中
央
公
論
新
社
）
は
、「
家
逝
き
」
を

望
む
本
人
と
看
取
る
側
の
備
え
に
つ
い
て
提
示
す
る
。杉
村
和
彦
ら
に
よ
る『
三

世
代
近
居
の
健
康
長
寿
学
』（
晃
洋
書
房
）
は
、
福
井
を
は
じ
め
と
す
る
北
陸

の
長
寿
県
の
秘
密
を
明
ら
か
に
し
た
一
冊
。

　
　
　

六　

工
業
・
土
木
・
建
築

　

福
井
県
総
合
政
策
部
交
通
ま
ち
づ
く
り
課
は
『
福
井
城
山
里
口
御
門
復
元
整

備
事
業
報
告
書
』
を
作
成
。
小
浜
市
教
育
委
員
会
文
化
課
『
小
浜
西
組 

重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
』
は
、
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
十
周
年
を
記
念

し
こ
れ
ま
で
の
修
理
修
景
の
歩
み
を
記
録
す
る
。
坂
井
市
教
育
委
員
会
は
丸
岡

城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
『
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！
お
天
守
の
新
し
い
知
見
と

謎
』を
、吉
田
純
一
は
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
結
果
を
ま
と
め
た『
丸
岡
城
』を
刊
行
。

南
越
前
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
は
『
今
庄
宿   

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調

査
報
告
』
を
作
成
し
た
。
奥
矢
恵
は
論
文
「
近
世
の
白
山
三
禅
定
道
に
お
け
る

室
の
所
在
・
所
有
と
形
態
」
を
『
二
〇
一
九
年
度
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
研

究
報
告
集
』（
日
本
建
築
学
会
）
で
発
表
。
仁
愛
大
学
人
間
生
活
部
の
伊
東
知

之
は
昨
年
に
引
き
続
き
学
生
と
と
も
に
『
越
前
和
紙
物
語 

名
塩
和
紙
伝
承
編
』

を
制
作
。
ほ
か
に『
半
夏
生
鯖
物
語
』も
制
作
し
た
。
杉
村
和
彦
ら
に
よ
る『
図

説
神
と
紙
の
里
の
未
来
学
』（
晃
洋
書
房
）
は
、
和
紙
の
世
界
の
変
革
を
見
据

え
な
が
ら
、
和
紙
の
持
つ
世
界
性
と
工
芸
観
光
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
福
井
県

陶
芸
館
『
福
井
県
産
土
管
の
研
究
』
は
明
治
五
年
か
ら
約
百
年
間
製
造
さ
れ
た

福
井
県
産
の
土
管
（
陶
管
）
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。

　
　

　
　
　

七　

産
業
・
芸
術
・
文
学

　

福
井
県
農
林
水
産
部
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
『
新
ふ
く
い
の
農
業
基
本
計
画
』

は
、
す
べ
て
の
農
家
が
活
躍
で
き
る
『
農
業
新
時
代
』
の
実
現
を
目
指
す
。
福
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六
十
五
巻
一
号

井
新
聞
社
は
『
あ
た
ら
し
い
お
い
し
さ
い
ち
ほ
ま
れ
三
六
五
日
』
を
刊
行
。
北

陸
農
政
局
九
頭
竜
川
下
流
農
業
水
利
事
業
所
『
九
頭
竜
川
下
流
事
業
誌
』
は
、

九
頭
竜
川
下
流
地
区
の
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
が
二
十
年
の
歳
月
を
経
て
完

工
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
藤
原
武
二
『
史
跡
・
名
勝
・
天
然

記
念
物
の
調
査
保
存
整
備
』
は
、
長
年
文
化
財
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者
の
回
顧

録
も
兼
ね
る
。
小
田
匡
保
は
学
生
ら
と
『
福
井
県
坂
井
市
三
国
町
調
査
報
告
～

ら
っ
き
ょ
う
・
東
尋
坊
・
景
観
』
を
ま
と
め
た
。
宮
本
康
『
三
方
五
湖
の
シ
ジ

ミ
』（
福
井
県
里
山
里
海
湖
研
究
所
）
は
、
シ
ジ
ミ
を
知
り
味
わ
い
、
シ
ジ
ミ

を
通
じ
て
歴
史
を
学
び
、
湖
の
将
来
を
考
え
る
一
冊
。
渡
邊
誠
『
福
井
鉄
道
の

機
関
車
デ
キ
三
と
デ
キ
一
一
』
は
、
車
両
の
外
見
や
車
歴
だ
け
で
な
く
、
機
器

に
つ
い
て
ま
で
踏
み
込
ん
で
ま
と
め
た
。
お
お
い
町
と
若
狭
一
滴
文
庫
が
発
行

し
た
『
出
逢
い　

渡
辺
淳
画
集
』
は
、
二
十
六
年
前
に
出
版
さ
れ
た
『
渡
辺
淳

画
集
』
以
降
の
作
品
と
未
収
録
の
作
品
を
収
め
る
遺
作
集
。
高
浜
町
が
作
成
し

た
『
は
ら
ぺ
こ
シ
ジ
ミ
』
は
同
町
を
舞
台
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
。
佐
藤
実

紀
代
『
は
し
は
う
た
う
』
は
若
狭
塗
り
箸
職
人
の
技
に
魅
せ
ら
れ
そ
の
技
を
ま

と
め
た
一
冊
。

　

荒
川
洋
治
は
前
作
か
ら
二
十
七
年
ぶ
り
と
な
る
『
荒
川
洋
治
詩
集　

続
続
』

（
思
潮
社
）
を
発
表
。
か
こ
さ
と
し
の
遺
族
は
か
こ
さ
と
し
の
初
め
て
の
詩
集

『
あ
り
ち
ゃ
ん
あ
い
う
え
お
』（
講
談
社
）
を
発
表
。
か
こ
が
孫
た
ち
の
成
長
を

書
き
記
し
た
作
品
。

　

前
川
幸
雄
『
福
井
県
漢
詩
文
の
研
究
』（
朋
友
書
店
）
は
、
松
平
春
嶽
、
吉

田
東
篁
、
日
下
部
太
郎
、
橋
本
左
内
ら
の
作
品
の
研
究
と
註
譯
を
ま
と
め
た
。

　
　
　

八　

歴
史
研
究
施
設
の
動
向

　

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
を
紹
介
す
る
。
県
文
書
館
は
「
年
貢
の
納
め

ど
き
―
誰
が
？
い
つ
？
ど
こ
に
？
」「
あ
ら
た
め
ま
し
て
松
平
文
庫
展
」、
県
立

歴
史
博
物
館
は
「
家
事
・
家
電
・
家
庭
の
う
つ
り
か
わ
り
～
「
主
婦
」
の
近
代

～
」「
ふ
く
い
の
鎮
守
さ
ま
―
神
と
真
宗
道
場
が
織
り
な
す
信
仰
世
界
―
」、
県

立
若
狭
歴
史
博
物
館
は
「
金
色
の
煌
め
き 

～
金
に
彩
ら
れ
た
若
狭
の
た
か
ら

～
」、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
史
料
館
は
「
越
前
朝
倉
物
語
～
一
乗
谷
に
ま
つ
わ

る
物
語
と
伝
説
～
」、
県
立
美
術
館
は
「「
世
紀
の
屏
風
絵
」
特
別
公
開
」「
東

京
藝
術
大
学
《
ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ー
ン
文
化
財
》
展
―
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
ゴ
ッ

ホ
ま
で
」「
手
塚
雄
二
展　

光
を
聴
き
、
風
を
視
る
」、
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化

館
は
「
海
を
越
え
た
先
人
た
ち
～
幕
末
・
明
治
期
、
未
知
の
世
界
と
の
出
会
い

と
交
流
」、
平
成
三
十
年
度
に
開
館
し
た
福
井
県
年
縞
博
物
館
は
、
若
狭
三
方

縄
文
博
物
館
と
の
合
同
企
画
展
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
―
気
候
変
動
と
水
辺
の

民
―
」、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
将
軍
家
茂
と
皇
女
和
宮
」、
敦
賀
市

立
博
物
館
は
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
三
三
〇
年
の
旅
」、
み
く
に
龍
翔
館
は
「
松

の
巨
匠
新
道
繁
が
み
つ
め
た
世
界
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。
展
示
図
録
が
作
成
さ

れ
た
特
別
展
も
あ
る
。

　

以
上
、
個
人
史
、
抜
刷
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
漏
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は

お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。　
　

（
事
務
局
前
田
眞
佐
子
）


